
仙
北
市
の
花
ま
つ
り
が
刺
巻
の
水
ば
し
ょ
う
祭
り
か
ら
開
幕
。
連
日

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
）

花
め
ぐ
り
ス
タ
ー
ト
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旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　

当
日
は
関
係
者
約
１
２
０
人
が
出
席

し
、
新
病
院
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
正
面
玄
関
前
で

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。
進
藤
英
樹
病
院
事
業
管
理
者
は

「
新
し
い
病
院
は
医
療
の
質
向
上
は
も
と

よ
り
、
患
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
、
使

い
や
す
さ
や
居
心
地
の
よ
さ
を
考
慮
し

て
造
ら
れ
た
。
今
後
、
地
域
に
愛
さ
れ

る
病
院
と
な
れ
る
よ
う
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
と
26
日
に
は
、
内
覧
会
が

行
わ
れ
、
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
し

た
。
午
前
10
時
の
オ
ー
プ
ン
前
か
ら
長

蛇
の
列
が
で
き
、
訪
れ
た
方
々
の
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
公
開
さ

れ
た
の
は
、
外
来
受
付
や
治
療
室
の
あ

る
１
階
と
病
室
が
あ
る
２
階
の
一
部
。

各
所
に
職
員
が
立
ち
、
訪
れ
た
見
学
者

に
病
室
の
機
能
や
各
部
屋
の
役
割
な
ど

を
丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。
新
病
院
は
、

今
月
か
ら
開
院
し
、
４
月
３
日
か
ら
外

来
診
療
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

角
館
町
の
落
合
野
球
場
向
か
い
に
移

転
新
築
を
進
め
て
い
た
市
立
角
館
総
合

病
院
が
完
成
し
、
３
月
19
日
に
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
角
館
総
合
病
院
が
完
成

正
面
玄
関
前
で
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
華
々

し
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
型
無
人
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
で
上
空
約
50
㍍
か
ら
撮
影

し
た
新
病
院
（
撮
影
：
田
村
清
一
氏
）

【
新
角
館
総
合
病
院
の
概
要
】

▼
構
造
…
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
４
階
建
て

▼
敷
地
面
積
…
３
万
３
３
８
９
平
方
㍍

▼
延
床
面
積
…
１
万
６
０
３
４
平
方
㍍

▼
診
療
科
数
…
15
診
療
科

▼
ベ
ッ
ド
数
…
一
般
１
７
０
床
。
精
神
科
36
床
。

▼
建
設
費
…
約
76
億
円

　

３
月
15
日
、
県
内
の
小
中
高
校
の
理
科
研
究
費
用
を

助
成
し
て
い
る
公
益
財
団
法
人
「
齋
藤
憲
三
・
山
﨑
貞

一
顕
彰
会
」
の
平
成
28
年
度
奨
励
賞
授
賞
式
が
秋
田
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
西
明
寺
小
く
り
っ
こ
サ
イ

エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
に
か
ほ
市
に
あ
る
Ｔ
Ｄ
Ｋ
株
式
会
社
の

創
立
者
・
齋
藤
憲
三
氏
と
２
代
目
社
長
・
山
﨑
貞
一
氏

に
ち
な
み
「
科
学
す
る
心
」
の
芽
を
育
て
よ
う
と
、
毎

年
優
れ
た
研
究
に
取
り
組
ん
だ
グ
ル
ー
プ
に
贈
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

西
明
寺
小
く
り
っ
こ
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
は
、
３
年

連
続
の
受
賞
と
な
り
、
今
年
度
は
一
昨
年
に
続
き
、
奨

励
賞
の
中
で
も
最
高
賞
の
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
同
ク

ラ
ブ
が
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ
は
「
給
食
の
お
つ
ゆ
を
こ

ぼ
さ
な
い
で
運
ぶ
研
究
」。
ど
う
し
た
ら
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
が
も
っ
と
よ
く
な
る
か
と
児
童
た
ち
が
知
恵
を

出
し
合
い
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
新
し
い
発
見
や
方
法

を
見
つ
け
出
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

西明寺小くりっこサイエンスクラブ

齋藤憲三・山﨑貞一顕彰会の奨励賞受賞

奨励賞の中で最高賞の金賞に輝いた西明寺小くりっこサイエンス
クラブの皆さん。

仙北市の花まつり
寒い冬が終わり、あたたかな日差しとともに仙北市にもいよいよ春がやってきました。

桧木内川堤のソメイヨシノに角館武家屋敷通りのシダレザクラ、刺巻湿原のミズバショウ、西木町八津・

鎌足のカタクリと、仙北市の春を代表する３つの花がいよいよ開花を迎えます！

角館の桜まつり　
　　　　　　　　　　4月20日（木）～5月5日（金・祝）

桧木内川堤には約2キロメートルにわたってソメイヨシノ
が咲き誇り、量感たっぷりな桜のトンネルがつくられま
す。武家屋敷通りには、重厚な黒板塀に映えるシダレザ
クラが道の両側に連なり、角館町内では162本のシダレ
ザクラが国の天然記念物に指定されています。期間中は桜
のライトアップも行われます。

　問　角館の観光行事実行委員会（仙北市観光課内）　　
　　　☎43-3352
　　　仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」
　　　☎54-2700

刺巻水ばしょう祭り　
　　　　　　　　　4月8日（土）～5月5日（金・祝）

国道46号線沿いの広さ約3ヘクタールの刺巻湿原に
ミズバショウが一面に咲き誇り、ザゼンソウが彩りを
添えます。ハンノキ林の中にこれほど群生しているの
は珍しく、清らかな水面とミズバショウの純白のハー
モニーは訪れる人々に癒しを与えてくれます。

　問　仙北市田沢湖観光情報センター「フォレイク」
　　　☎43-2111

かたくり群生の郷開園　
　　　　　4 月15日（土）～ 5 月 3 日（水・祝）［予定］

西木町の特産品である西明寺栗を栽培する栗林に、密度・
規模ともに日本最大級の可憐なかたくりの花が群生して
います。 花言葉は「初恋」で、うつむきかげんに一斉
に花開く様子は、まるで薄紫色の絨毯を敷き詰めたか
のような美しさです。

　問　西木町観光協会　　☎ 42-8480
　　　かたくり館　　　　☎ 47-3535
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「
第
１
回
仙
北
市
農
業
賞
」
の
平
成
28

年
度
表
彰
式
が
３
月
30
日
、
市
役
所
西

木
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
農
業
の
振
興
と

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
２
個
人
１
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
平
成
28

年
度
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
が

初
め
て
の
表
彰
式
と
な
り
ま
す
。
受
賞

者
は
、
市
内
の
農
業
関
係
団
体
が
個
人

や
団
体
を
推
薦
し
、
市
や
県
、
Ｊ
Ａ
な

ど
で
構
成
す
る
選
考
委
員
会
が
審
査
を

行
い
決
定
し
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、

門
脇
市
長
が
稲
作
、
園
芸
、
畜
産
部
門

の
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡

し
「
皆
さ
ん
に
は
各
分
野
で
、
今
後
も

仙
北
市
の
農
業
を
先
導
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
園
芸
部

門
で
は
、
真
崎
勇
さ
ん
（
田
沢
湖
）、
高

橋
勉
さ
ん
（
田
沢
湖
）、小
玉
均
さ
ん
（
角

館
町
）
に
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

農
業
の
振
興
と
発
展
に
尽
力

第
１
回
仙
北
市
農
業
賞
表
彰
式

受賞者と主な功績

◆ 稲作部門
佐藤一也さん（西木町）
あきたこまちなどを 21
㌶に作付けし、革新的な
技術導入で経営規模の拡
大に成功。児童を対象に
農業体験を行い、収益も
学校に寄付している。

◆ 園芸部門
鈴木八寿男さん（角館町）
2007 年 に 農 事 組 合 法
人「サンマッシュ」を設
立。市内外のシイタケ農
家 13 戸 に 12 万 個 の 菌
床ブロックを供給し、冬
季農業の確立に大きく貢
献している。

◆ 畜産部門
藤村農場（田沢湖）
代表理事　藤村紀章さん
藤村代表は人工授精師及
び授精卵移植師として種
付けなどの相談に応じる
ほか、農業委員も努めな
がら先導的な農業を実践
している。

　

長
年
に
わ
た
り
仙
北
市
の
消
防
団
活

動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
佐
々
木
久
悦
消
防

団
長
が
３
月
31
日
付
け
で
仙
北
市
消
防

団
を
退
任
し
、
後
任
に
荒
木
田
俊
一
副

団
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
荒
木
田
新
団

長
に
は
、
仙
北
市
の
安
全
・
安
心
の
た

め
、
よ
り
一
層
消
防
団
活
動
に
ご
尽
力

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

荒木田俊一氏が就任
仙北市消防団長に

新たに就任した荒木田俊一消防団長。

　

３
月
30
日
、
災
害
な
ど
が
発
生
し

た
際
の
福
祉
避
難
所
の
設
置
や
運
営

に
関
す
る
協
定
を
仙
北
市
が
社
会
福

祉
法
人
３
団
体
と
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
を
締
結
し
た
の
は
、
県
南
ふ
く

し
会
、
こ
ま
く
さ
苑
、
仙
北
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
３
団
体
。
協
定
書
は
、

３
団
体
が
災
害
時
に
市
の
要
請
に
応

じ
て
福
祉
避
難
所
を
開
設
し
、
要
援

護
者
を
受
け
入
れ
て
生
活
支
援
な
ど

を
行
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

門
脇
市
長
は
「
市
民
の
安
心
、
安

全
の
仕
組
み
が
一
歩
前
進
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
、
市
内
の
他
の
福

祉
施
設
と
も
連
携
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

仙
北
市
が
社
会
福
祉
法
人
と
協
定
を
締
結

協
定
書
に
署
名
し
た
こ
ま
く
さ
苑
の
菅
原
陽
三
理
事
長
、
県

南
ふ
く
し
会
の
黒
丸
長
雄
理
事
長
、
門
脇
市
長
、
仙
北
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
佐
藤
清
雄
会
長
、
立
会
人
の
青
柳
宗
五
郎

議
長
。（
右
か
ら
順
に
）

災
害
時
の
生
活
支
援
行
う
福
祉
避
難
所
を
設
置

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

仙
北
市
消
防
団
前
団
長

仙
北
市
消
防
団
前
団
長
の
佐
々
木
久
悦
さ
ん（
左
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
車
椅
子

を
受
け
取
る
門
脇
市
長
（
右
）。

　

旧
角
館
町
や
仙
北
市

で
約
49
年
に
わ
た
り
消

防
団
員
を
務
め
、
３
月

31
日
付
け
で
退
任
し
た

仙
北
市
消
防
団
前
団
長

の
佐
々
木
久
悦
さ
ん

が
、
移
転
新
築
し
た
市

立
角
館
総
合
病
院
で

使
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
、
市
に
車
椅
子
３
台

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
同

日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁

舎
で
門
脇
市
長
か
ら
退

任
の
辞
令
を
受
け
取
っ

た
後
、
車
椅
子
を
寄
贈
。

「
以
前
、
入
院
し
た
時

に
お
世
話
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
り
、
お
か
げ
で

消
防
団
員
の
職
務
を
成

し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
ぜ
ひ
病
院
で
車
椅

子
を
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　3 月 22 日、田沢湖生保内に
お住まいの髙橋チヤさんが白寿
を迎えられ、仙北市からお祝い
と花束が贈られました。

白寿のお祝い

白寿を迎えられた髙橋チヤさん（中央）。
ご家族でお祝いしました。

市
に
車
椅
子

３
台
を
寄
贈

　

３
月
26
日
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
仙

北
市
体
育
協
会
（
菅
原
陽
三
会
長
）
が
主

催
す
る
平
成
28
年
度
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ

賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
冒
頭
、
菅
原
会
長
が
「
市
民
の
た

め
の
総
合
体
育
館
を
建
設
す
る
構
想
も

あ
り
、
さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
が
期

待
で
き
る
。
体
育
協
会
と
し
て
も
よ
り
一

層
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
式
で
は
今
年
度
各
種
大
会

で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
選
手
や
団
体
、

活
躍
さ
れ
た
功
労
者
な
ど
併
せ
て
34
人
、

１
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
〈
敬
称
略
〉

功
労
賞 

▼ 

田
村
昭
彦
、
佐
藤
正
敏
（
以

上
野
球
）  

普
及
振
興
賞 

▼ 

髙
橋
幸
雄
、

田
村
み
よ
こ
（
以
上
陸
上
）  

栄
光
賞 

▼

小
林
さ
く
ら
（
水
泳
）  

田
口
満
（
陸
上
）  

西
村
謙
一
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）  

大
桃
克
也

（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）  

高
橋
慎
也

（
サ
ッ
カ
ー
）  

田
口
星
奈
（
登
山
）  

田
川

礼
、
木
元
美
禪
（
以
上
空
手
）  

松
本
愛

未
（
柔
道
）  

小
林
英
明
（
水
泳
）  

奨
励

賞 

▼ 

戸
嶋
希
望
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）  

鎌

田
宇
朗
（
ス
キ
ー
）  

武
藤
大
翔
（
陸
上
）  

武
藤
愛
寧
、
武
藤
涼
子
、
三
浦
剛
貴
（
以

上
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）  

鈴
木
勇
太
郎
（
ス

キ
ー
） 

佐
々
木
雄
、
田
牧
勇
我
、
岩
田
晴
、

高
橋
慶
多
、
細
川
大
雅
、
佐
々
木
竜
生
、

佐
々
木
真
理
香
（
以
上
空
手
）  

松
本
唯
、

後
藤
善
春
、
児
玉
文
汰
（
以
上
柔
道
）  

田
口
慧
（
ス
キ
ー
）  

田
口
悠
歩
、
能
美

晴
理
華
（
以
上
柔
道
）  

団
体
栄
光
賞 

▼

角
館
高
校
男
子
弓
道
部
（
佐
藤
汰
一
、
高

橋
渓
太
、
小
松
幸
冬
、
小
木
田
岳
弥
） 各種大会で優秀な成績を収めた選手や団体が菅原

会長（左）から表彰を受けました。

仙
北
市

ス
ポ
ー
ツ
賞

表
彰
式

平成28年度

第 1 回仙北市農業賞を受賞した皆さん。左から園芸部門の鈴木八寿男さん、畜産部門の藤村紀
章さん、稲作部門の佐藤一也さんと門脇市長。

佐
々
木
久
悦
さ
ん

5 広報せんぼく 4Semboku  City  Public  Relations



 

▼

新
規
事
業
／
原
則
と
し
て
、
補
助
金
対

象
経
費
総
額
の
３
分
の
２
と
し
、
30
万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
仙
北
市
総
合
戦
略
の
移
住
・

定
住
、少
子
化
対
策
（
基
本
目
標
２
・
３
）

に
係
る
取
組
事
業
の
場
合
は
、
40
万
円

を
上
限
と
し
ま
す
。

 

▼

継
続
事
業
／

◎
２
年
目
事
業
／
補
助
金
対
象
経
費
総
額

の
２
分
の
１
と
し
、
22
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。 

◎
３
年
目
事
業
／
補
助
金
対
象
経
費
総
額

の
３
分
の
１
と
し
、
15
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

●
応
募
方
法

　「
仙
北
市
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案

型
補
助
金
事
業
」
申
請
書
等
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
し
ま
す
。
ま
た
、「
仙

北
市
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
型

補
助
金
事
業
」
募
集
要
項
を
各
庁
舎
地

域
セ
ン
タ
ー
と
各
出
張
所
に
設
置
し
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
市
民
等
団
体
は
、
仙
北
市
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
（
審
査
会
）
の

場
で
、
届
出
の
事
業
に
関
す
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
事
業
の
説
明
を

し
ま
す
。
そ
の
際
は
、
代
表
者
と
事
務

担
当
者
の
出
席
を
必
須
と
し
ま
す
。 

　
市
で
は
、
市
民
等
団
体
が
実
施
す
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
を
支
援
す
る
た
め
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
応
募
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
対
象
事
業
の
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
限
り
早
め
の
事
前
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
事
業
／
市
民
等
団
体
が
地
域

の
活
性
化
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
、
自
ら
企
画
し
実
施
す
る
ま
ち
づ
く

り
事
業 

例
え
ば
… 

 

▼

環
境
美
化
活
動
や
安
心
・
安
全
な
地
域

環
境
を
整
備
す
る
事
業 

 

▼

地
域
に
伝
わ
る
芸
能
や
文
化
な
ど
地
域

仙
北
市
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
型
補
助
事
業

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課 

企
画
政
策
係
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
２

平
成
29
年
度
仙
北
市
職
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
総
務
課 

職
員
係

（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
１

求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し

て
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒
（
角
型
２
号
サ
イ
ズ
）
を
必
ず
同
封

し
て
、
総
務
課
職
員
係
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
普
通
郵
便
の
事
故
お
よ
び
電
子

メ
ー
ル
に
よ
る
請
求
に
は
対
応
で
き
ま

せ
ん
。

※
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
と
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　
例
）
職
員
（
理
学
療
法
士
）
採
用
試
験

申
込
用
紙
請
求

●
請
求
先
／
仙
北
市
総
務
部
総
務
課
職
員

係
　
〒
０
１
４
‐
１
２
９
８

　
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30

●
申
込
手
続
き
／
申
込
書
と
自
己
紹
介
書

に
所
要
事
項
を
全
て
記
入
し
、
申
込
書

の
受
験
票
部
分
に
は
最
近
撮
影
し
た
上

半
身
、
脱
帽
、
正
面
向
き
、
縦
６
セ
ン

チ
、
横
４
・
５
セ
ン
チ
の
写
真
１
枚
を

貼
っ
て
、
総
務
課
職
員
係
あ
て
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

　
な
お
、
角
館
・
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
で

は
、
受
付
し
ま
せ
ん
。

●
申
込
受
付
期
間
／
４
月
24
日
㈪
か
ら
５

月
12
日
㈮
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま

で
）。
郵
送
の
場
合
は
、
５
月
12
日
必

着
に
限
り
ま
す
。

●
試
験
区
分
／

◎
理
学
療
法
士

 

▼

採
用
人
数
／
１
人

 

▼

勤
務
地
／
介
護
老
人
保
健
施
設
に
し
き

園
（
市
立
病
院
勤
務
も
あ
り
得
る
）

 

▼

採
用
年
月
日
／
平
成
29
年
７
月
１
日
予

定

 

▼

受
験
資
格
／
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
理
学
療
法
士
の
資
格

を
有
す
る
方

◎
作
業
療
法
士

 

▼

採
用
人
数
／
１
人

 

▼

勤
務
地
／
介
護
老
人
保
健
施
設
に
し
き

園

 

▼

採
用
年
月
日
／
平
成
29
年
７
月
１
日
予

定

 

▼

受
験
資
格
／
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
作
業
療
法
士
の
資
格

を
有
す
る
方

●
試
験
／

 

▼

日
時
／
５
月
22
日
㈪
８
時
30
分
～
試
験

受
付

 

▼

会
場
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
（
仙

北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30
）

 

▼

内
容
／
作
文
試
験
、
口
述
試
験
（
個
別

面
接
）

●
申
込
用
紙
の
請
求
／
申
込
用
紙
・
受
験

案
内
は
、
４
月
19
日
㈬
か
ら
、
田
沢
湖

庁
舎
は
総
務
課
、
角
館
庁
舎
と
西
木
庁

舎
は
地
域
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
ま
す
。

　
郵
便
請
求
の
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
職

員
（
区
分
※
）
採
用
試
験
申
込
用
紙
請

企
業
の
育
成
、
雇
用
の
確
保

応
援
制
度
（
そ
の
１
）

【
問
合
せ
】
商
工
課

（
中
町
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
５
１

る
こ
と

 

▼

納
期
に
税
金
等
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

 

▼

仙
北
市
商
工
業
起
業
等
応
援
事
業
補
助

金
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と

 

▼

補
助
対
象
経
費
が
税
抜
き
で
50
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と
な
ど

●
交
付
額
／
３
分
の
１
　
補
助
限
度
額

１
０
０
万
円
　
１
回
限
り

★
企
業
の
雇
用
・
研
修
、
離
職
者
の
資

格
取
得
を
応
援
し
ま
す

　【
新
規
】
職
業
訓
練
事
業
補
助
金
（
職

業
訓
練
団
体
の
受
講
者
向
け
）
…
個

人
申
請
～
職
業
訓
練
団
体
が
行
う
資
格

取
得
等
講
習
会
の
参
加
経
費
を
補
助

●
交
付
要
件 

／
市
内
居
住
の
在
職
者
又

は
求
職
者

●
交
付
額
／
受
講
料
の
全
額
（
旅
費
を
除

く
）　
年
度
内
２
回
ま
で

★
中
小
企
業
の
起
業
・
新
分
野
進
出
・

事
業
拡
張
を
支
援
し
ま
す

　【
新
規
】
近
未
来
技
術
活
用
に
よ
る
夢

の
ま
ち
産
業
育
成
事
業
補
助
金
～
近

未
来
技
術
の
活
用
に
特
化
し
た
起
業
、
新

分
野
進
出
、
事
業
拡
張
に
最
高
１
０
０
万

円
ま
で
補
助

●
対
象
経
費
／
事
業
開
始
経
費
、
設
備
整

備
、
機
械
購
入
な
ど

●
交
付
要
件
／

 

▼

事
業
主
、
代
表
者
が
市
内
に
居
住
し
て

い
る
こ
と

 

▼

市
内
に
本
店
ま
た
は
主
た
る
事
業
所
、

工
場
が
あ
る
こ
と

 

▼

事
業
に
着
手
す
る
前
の
申
請
で
あ
る
こ

と

 

▼

農
林
漁
業
・
金
融
保
険
業
・
医
療
福
祉
・

一
部
の
サ
ー
ビ
ス
業
以
外
の
業
種
で
あ

臨
時
介
護
職
員
を

募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】
仙
北
市
介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　 

に
し
き
園 

☎
（
47
）３
２
１
１

能
性
あ
り
・
勤
務
時
間
は
要
相
談
可
）

●
募
集
期
間
／
募
集
人
員
に
達
す
る
ま
で

●
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
に
し
き
園
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

●
選
考
方
法
／
書
類
、
面
接

●
業
務
内
容
／
施
設
利
用
者
の
身
の
回
り

の
世
話
（
食
事
、
入
浴
、
着
替
え
、
排
泄
）

な
ど
の
介
助
全
般
、
夜
勤
あ
り

●
募
集
人
員
／
２
人

●
募
集
要
件
／
▼

経
験
者
尚
可
▼

介
護
職

員
初
任
者
研
修
修
了
以
上
あ
れ
ば
尚
可

●
雇
用
期
間
／
６
か
月
（
契
約
更
新
の
可

住
民
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
芸
能

等
を
継
承
し
伸
長
さ
せ
る
事
業 

 

▼

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
地
域
の
連
携

を
強
化
し
、
地
域
内
の
交
流
を
促
進
す

る
た
め
の
事
業
な
ど 

　
こ
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
可

能
で
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
対
象
団
体
／

 

▼

市
民
の
福
祉
向
上
お
よ
び
利
益
の
推
進

を
目
的
と
す
る
非
営
利
の
団
体
で
、
５

人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体 

 

▼

活
動
拠
点
を
市
内
に
有
し
、
市
内
で
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体 

 

▼

規
約
、
会
則
等
が
あ
り
、
適
正
に
会
計

処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
団
体 

※
地
域
運
営
体
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
次

の
団
体
は
除
き
ま
す
。 

①
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
活
動
ま
た
は
そ
れ

に
反
対
す
る
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体 

②
特
定
の
政
党
に
つ
い
て
、
支
持
ま
た
は
反

対
す
る
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体 

③
特
定
の
公
職
の
候
補
者
ま
た
は
公
職
に
あ

る
者
に
対
し
、
支
持
ま
た
は
反
対
す
る
活

動
を
目
的
と
す
る
団
体 

④
公
の
秩
序
を
乱
し
、
も
し
く
は
不
当
な
行

為
な
ど
法
に
違
反
す
る
団
体

●
補
助
金
の
額
／
新
規
事
業
の
ほ
か
、
事

業
を
継
続
さ
れ
る
場
合
は
審
査
の
う
え

次
の
と
お
り
支
援
し
ま
す
。 

仙
北
市
水
道
事
業
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】
上
下
水
道
課

（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
９
６

●
業
務
内
容
／
田
沢
湖
・
角
館
・
西
木
各

地
区
の
浄
水
場
等
の
巡
回
業
務
等

●
募
集
人
員
／
巡
回
作
業
員
３
人

●
雇
用
期
間
／
6
月
１
日
～
11
月
30
日

（
土
日
を
除
く
週
5
日
間
）

●
勤
務
時
間
／
1
日
7
時
間
45
分
予
定

●
申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
交
付
さ

れ
る
紹
介
状
と
履
歴
書
を
上
下
水
道
課

に
ご
持
参
く
だ
さ
い

●
募
集
期
間
／
4
月
28
日
㈮

●
選
考
方
法
／
書
類
選
考
、
面
接
（
面
接

日
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域
セ

ン
タ
ー（
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ

さ
い
）

●
平
成
29
年
５
月
１
日
納
期
限
の
税
目
／

 

▼

国
民
健
康
保
険
税

　（
普
通
徴
収
）
随
時
第
２
期

 

▼

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　（
普
通
徴
収
）
随
時
第
２
期

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。
各

金
融
機
関
ま
た
は
、
市
役
所
税
務
課
、
地
域
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
夜
間
納

税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

　
４
月
28
日
㈮
　
17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

夜
間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
７

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ
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●募集住宅

住宅名 住所 規格 階数 月額家賃
月額駐車

料金

さくらぎの里

A-2-1

（築21年）

角館町雲然荒屋敷409
３戸長屋

３ＬＤＫ
2階建て

21,900円から

（所得額による）

１区画

2,050円

武蔵野中央団地

8-A-2

（築21年）

田沢湖生保内字武蔵野

102-1
１ＤＫ 平屋建

13,500円から

（所得額による）
なし

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】
建
設
課 

管
理
係
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
９
５

●
募
集
期
間
／
平
成
29
年
４
月
17
日
㈪
～

平
成
29
年
５
月
10
日
㈬

●
募
集
住
宅
／
下
表
の
と
お
り

※
月
額
家
賃
の
３
ヶ
月
分
の
敷
金
の
納
付
、
連

帯
保
証
人
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
抽
選
日
か

ら
10
日
以
内
）

※
暖
房
器
具
は
、
湿
気
防
止
の
為
、
屋
外
給
排

気
式
（
Ｆ
Ｆ
式
等
）
又
は
電
気
ス
ト
ー
ブ
を

使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
申
込
は
１
世
帯
１
戸
限
り
で
す
。

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で
の
条
件

に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
こ
と
。

①
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
こ
と
。（
婚
姻
の
予
約
者

を
含
む
）

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合
計
が

15
万
８
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

但
し
、
小
学
校
就
学
前
の
子
供
が
い
る

世
帯
は
25
万
９
０
０
０
円
以
下
で
あ
る

こ
と
。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
方
。

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

※
単
身
入
居
の
場
合
は
、
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
昭
和
31

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
申
込

可
能
等
）

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
前
に
建
設

課
管
理
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

移
住
・
定
住
す
る
子
育
て
世
帯
を
応
援
し
ま
す

（
次
世
代
定
住
支
援
事
業
補
助
金
）

【
問
合
せ
】
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
１
５

　
市
で
は
、
住
宅
を
新
築
ま
た
は
建
売
住

宅
を
取
得
さ
れ
る
子
育
て
世
帯
や
45
歳
以

下
の
夫
婦
の
移
住
・
定
住
を
応
援
し
て
い

ま
す
。
次
の
②
に
該
当
し
、
申
請
を
予
定

し
て
い
る
方
は
、
①
に
示
し
た
提
出
書
類

　　  補助金の額

補助の種類 補助金額等 補助限度額

定住世帯 1世帯　40万円

移住世帯 1世帯　60万円

子育て加算
18歳以下の子どもや高
校等に入学する子ども

1人につき 10万円

1世帯

20万円

市内施工
業者加算

市内施工業者が工事を
行う場合10万円

　　  提出書類 ( 次世代定住支援事業補助金 )

補助金申請 提出書類 添付書類

4月28日㈮まで
申請書の提出可能な方

補助金
申請書

▼ 工事請負契約書または売買
契約書の写し

▼工事内訳明細書の写し

▼ 工事概要がわかる図（位置
図・配置図・平面図）

▼定住誓約書

▼世帯全員の住民票
▼ 市税に滞納がないことを証

する書類

▼世帯全員の戸籍の附票

5月以降に
申請書の提出予定の方

意向調査票

※意向調査票は、補助金申請書に

替わるものではありません。

※補助金申請書は準備ができ次第

提出してください。

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
２
台
を

設
置
し
ま
し
た

【
問
合
せ
】
総
合
防
災
課

（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
５

犯
罪
防
止
に
大
き
な
効
果

　
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
犯
罪
の
抑
制
効
果
が
あ
り
犯
罪
発
生

時
に
は
容
疑
者
の
特
定
に
も
役
立
つ
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成

28
年
度
に
角
館
地
区
の
街
頭
に
防
犯
カ
メ

ラ
２
台
を
設
置
し
、
３
月
末
か
ら
運
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、

「
仙
北
市
防
犯
カ
メ
ラ
管
理
運
用
要
綱
」

を
定
め
、
適
正
な
管
理
の
も
と
で
運
用
し

て
い
ま
す
。
撮
影
し
た
画
像
は
、
犯
罪
や

事
故
が
発
生
し
、
捜
査
機
関
か
ら
情
報
提

供
を
求
め
ら
れ
た
場
合
な
ど
に
限
り
利
用

し
ま
す
。

●
設
置
場
所
／

 

▼

仙
北
市
角
館
町
横
町
地
内
　
食
彩
町
家

館
付
近

 

▼

仙
北
市
角
館
町
中
菅
沢
地
内
　
ニ
ッ
ポ

ン
レ
ン
タ
カ
ー
角
館
駅
前
営
業
所
付
近

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
ほ
か
、
地
方
創
生
・
総
合
戦

略
室
、
角
館
・
西
木
の
各
地
域
セ
ン
タ
ー

窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　　  対象住宅

　　  平成28年4月1日以降に新築住

宅または建売住宅購入の契約をし、平

成29年度中に完成（登記等を含む）報

告まで可能であること。ただし、補助

金交付決定を受ける前の着工は、認め

られません。

※対象住宅から除外されるものもあります

ので、お問い合わせください。

例 ■ 建て替えや改築する住宅

　 ■ 夫婦以外の方との共同名義の住宅

 　■ 補助金交付決定前に着工している住宅

提出期限：4月28日㈮

２

１

３

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
、
募
集
期
間

内
に
提
出
し
て
下
さ
い
。（
当
日
必
着
）

● 

提
出
先
と
申
込
書
設
置
場
所
／
建
設
課

管
理
係
（
西
木
庁
舎
）、
田
沢
湖
・
角
館

地
域
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

① 

入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
各
１
通

（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
平
成
28
年
度
市
県

民
税
課
税
証
明
書
各
１
通
（
所
得
・
控

除
・
年
税
額
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票
謄
本
１

通
（
省
略
事
項
の
な
い
も
の
・
婚
姻
予

定
者
等
は
各
１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保
護
受
給

証
明
書
1
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本
1
通
（
単

身
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

※
い
ず
れ
も
市
役
所
窓
口
で
発
行
さ
れ
ま
す
。

（
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
）

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書
類

審
査
の
う
え
公
開
抽
選
（
申
込
人
に
よ
る

く
じ
引
き
）
を
行
い
ま
す
。

 

▼
抽
選
日
時
／
５
月
18
日
㈭
14
時

 

▼
抽
選
場
所
／
西
木
庁
舎
　
開
発
セ
ン
タ
ー

２
階
　
集
会
室

●
入
居
時
期
／
５
月
22
日
㈪
～

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

（
角
館
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
０
８

大
仙
保
健
所
（
大
仙
市
大
曲
）

☎
０
１
８
７（
63
）３
６
９
４

犬
や
ネ
コ
の
飼
い
主
さ
ん
は
ご

近
所
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

　
飼
い
主
さ
ん
が
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
に

よ
り
、
ご
近
所
さ
ん
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
避

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
ご
協
力
と
、
ご
近
所
さ
ん
へ
の
気

づ
か
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

犬
の
飼
い
主
さ
ん
は

 

▼

絶
対
に
放
し
飼
い
を
し
な
い
（
う
ち
の

犬
は
お
と
な
し
い
か
ら
は
通
用
し
ま
せ

ん
！
）

 

▼

公
園
や
道
路
な
ど
公
共
の
場
で
フ
ン
や

お
し
っ
こ
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
、
フ
ン

は
必
ず
持
ち
帰
る
。

ネ
コ
の
飼
い
主
さ
ん
は

 

▼

で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
う
よ
う
に
し
、

増
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に
管
理
す
る

　
飼
い
主
の
わ
か
ら
な
い
ネ
コ
を
見
か
け

た
時
に
、
か
わ
い
そ
う
…
と
無
責
任
に
え

さ
を
与
え
る
と
、
付
近
に
居
つ
い
て
ご
近

所
さ
ん
の
畑
を
荒
ら
し
た
り
、
望
ま
れ
な

い
ネ
コ
が
増
え
る
な
ど
、
善
意
が
逆
に
近

所
迷
惑
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
え
さ
を

与
え
る
場
合
は
、
最
後
ま
で
面
倒
み
る
こ

と
が
で
き
る
か
よ
く
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
健
所
や
市
役
所
で
は
ネ
コ
の

捕
獲
を
行
い
ま
せ
ん
。
飼
い
主
の
方
が

や
む
を
え
な
い
理
由
に
よ
り
飼
え
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
保
健
所
が
有
料
で
引

き
取
っ
て
い
ま
す
。

information市 役所からのお知らせ ▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352
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　国家戦略特区では、規制緩和メニューを活用した事業を展開す

るとともに、新たな規制緩和の提案をすることができます。これ

らの事業の担い手は、民間事業者です。民間事業者による規制緩

和を活用した事業で地域の産業や経済が活性化し、所得の向上や

地域の人口増加等が図られ、地方創生の実現を目指します。仙北

市では、現在5 つのメニューを利用し、6 つの事業が認定されて

います。事業の詳細については、次号でご紹介する予定です。ご

利用を検討される事業者や個人は、気軽にお問い合わせください。

【最近の動向②】

 ドローン国際フォーラム in 秋田 

　3月29日、秋田銀行が主催する「ドロー

ン国際フォーラム in 秋田」が秋田市内の

ホテルで開催されました。

　「ドローン×アジア」というテーマのも

と、アジアで需要が急激に拡大している

ドローンの応用や展開について、最新動

向や海外事例などの講演が行われました。

　仙北市からは「近未来技術を活用した夢

のあるまちづくり」と題して門脇市長がド

ローンの取り組みについて講演しました。

　海外のパネリストをメインとするパネ

ルディスカッションも開催され、近未来

技術実証特区として、仙北市における事

業展開の可能性について議論をいただき、

今後仙北市とアジアとの連携した取り組

みを具体化する可能性が高まりました。

Tel：43-3315
仙北市地方創生・総合戦略室

問合せ

「近未来技術を活用した夢のあるまちづくり」と題

し、仙北市の取り組みについて講演した門脇市長。

ここから

変わる近未来

ここから変わる近未来
 地方創生特区・近未来技術実証特区 

内閣総理大臣から認定されたメニューと事業

① 国有林野活用促進事業

　… 国有林野の管理経営に関する法律の特例

　事業者等／有限会社グランビア 《東京都・仙北市》

② 農業法人経営多角化等促進事業

　… 農業生産法人に係る農地法等の特例

　事業者等／株式会社田沢湖自然ファーム《仙北市》、株式会社メディカルファーム仙北 《仙北市》

③ 高年齢退職者就業促進事業

　… 高齢者等の雇用の安定等に関する法律の特例

　事業者等／秋田県シルバー人材センター連合会《秋田市》、仙北市シルバー人材センター 《仙北市》

④ 特定非営利活動法人設立促進事業

　… NPO 法人の設立手続の迅速化に係る特定非営利活動促進法の特例

　事業者等／秋田県

⑤ 特定実験試験局制度に関する特例事業

　… 特定実験試験局制度の特例

　事業者等／ FPV Robotics（ロボテクス） 株式会社 《東京都》

【最近の動向①】

 仙北市が「地方版ＩｏＴ推進ラボ」に認定 

　3月13日、経済産業省及び IoT 推進ラボが選定する「地

方版 IoT 推進ラボ」( 仙北市 IoT 推進ラボ ) に仙北市が認定

されました。

　この制度は、地域における IoT プロジェクトを創出し、

IoT ビジネスを支援する自治体が認定されるもので、仙北

市は、インターネットや近未来技術を活用した新たなビジ

ネスモデルの掘り起しや人材の発掘、育成を進める提案が

認められたものです。

　すでに29自治体が認定を受けていますが、このたび24

自治体が追加認定を受け、仙北市は、自治体の代表として

中川経済産業大臣政務官より認定証が授与されました。

　今後、新たなビジネスモデルの掘り起しや人材の発掘、

育成を進めるとともに、地域課題に向けた実証実験を重ね、

実運用する企業との連携を図っていきます。

※ IoT(Internet of Things) ＝モノのインターネット。

さまざまなモノがインターネットに接続され、情報交換することにより

相互に制御する仕組みのこと。

第
２
回
地
方
版
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
選
定
証
授
与
式
。

地 区 術方 ・ 実創 近 証生 未 特特 技来 区

農地法等の特例を活用して新たな農業生産

法人を設立し、高機能農作物の生産・加工

を行う株式会社メディカルファーム仙北。
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保
健
・
健
康
の
掲
示
板

B
ulletin board

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

保
健
・
健
康
の
掲
示
板

一緒に楽しく、いい汗流そう !!

「えくぼの会」会員が毎月サロ

ンを開いています。 

お茶やコーヒーを飲んで語って

ホッとするスペースです。

どなたでも参加できますので是

非お立ち寄りください。

傾聴ボランティア「えくぼの会」
小松 龍子

問合せ  仙北市保健課 ☎55-1112

場所　田沢湖健康増進センター

費用　100円（飲み物代）

※別に実費がかかる場合もあります。

4／18火　10:00 ～ 15:00
　毛糸でマスコット作りをします

語って、笑って、ホッと一息

えがおサロン

問合せ  仙北市保健課 ☎55-1112

平成29年4月1日より、仙北市ではがん治療を受けている方に対し、

医療用補正具の購入費を助成しています。

〈助成対象者〉

▼仙北市に住所のある方 ( 補正具の購入日において市内に住所のある方 )

▼がん治療を受けている方

〈対象補正具と助成額の上限について〉

 助成対象は次の補正具購入費用です。( 付属品、ケア用品等は除く )

医 療 用 補 正 具 購 入 費 を 助 成 し ま す！

がん治療を受けられている方へ

※補正具1種類につき、1年度当たり1回の助成が受けられます。

〈申請に必要な書類について〉

①仙北市がん患者補正具購入費助成金交付申請書兼請求書

②がん治療受診証明書 ( ※主治医からの記載必要。証明書に要した費用は自己

負担。)

③委任状 ( 代理人が申請する場合。ただし、親権者が未成年の子の代理申請する場

合は除く。)

④補正具の購入に係る領収書の写し ( ※送料、手数料等は対象外。平成29年

4月1日以降に購入した補正具が対象。)

　①～③の書類については仙北市ホームページからのダウンロードまたは保健課に

あります。

〈申請書の提出期限〉

  補正具を購入した日の属する年度の末日 (3月31日 ) までに申請して

ください。

補正具 上限額

乳房補正具（右側） 20,000円

乳房補正具（左側） 20,000円

頭髪補正具 30,000円

5／10水　13:00 ～ 16:00
　血圧測定と健康講話
　ゲームで認知症予防

誰でも自由に参加している自

主サークルです。

体や頭の体操を行うことで、

生活意欲がアップして苦手な

動作もできやすくなります。

新しい仲間を待っています。

問合せ  阿部美保子 ☎43-0564
　　  藤村昭子 ☎43-2567

時間　14:00 ～ 15:30
場所　田沢湖健康増進センター

内容　健康体操

講師　柴田 栄宜氏

料金　有料

※申し込みは不要です。直接会場に

見学にお越しください。

毎週木曜日開催
4月は 20木　・27木

参加者募集

葉月健康サークル

問合せ  神代診療所 ☎44-2118

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

9:00～11:30

嘉陽 毅 医師
休診

9:00～11:30

秋田大学
附属病院

9:00～11:30

秋田大学
附属病院

9:00～11:30

秋田大学
附属病院

13:30～16:30

嘉陽 毅 医師

14:00～16:30
毎月第1火曜日のみ

14:00～18:30
嘉陽 毅 医師

13:30～16:30

秋田大学

附属病院

13:30～16:30

秋田大学

附属病院
休診

神代診療所 診療日程・受付時間（平成29年4月～）

火曜日の診療時間が変わりました

神代診療所

4 月 1 日号の広報でお知らせしましたが、また火曜日午後の受付時間と火

曜日の薄暮診療が変わります。薄暮診療は毎月第 1 火曜日のみになります。

ご不便をおかけしますがご理解くださいますようお願いします。

相談は
秘密厳守

です

オレンジカフェは、認知症の人も家族も、地域の方々もみんなで集い、認知症についての話を聞いたり、

お茶を飲みながら楽しく交流をする場です。

昨年度実施したところからは、「ここに来ていっぱい話せて良かった」「出かける場所ができた」「楽しい」等

の感想を頂きました。

仙北市では、自主的にオレンジカフェを運営する取り組みに補助金を交付します。

主な補助の要件は下記のとおりです。関心のある方は、説明会にぜひお越しください。

申込・問合せ  仙北市包括支援センター ☎43-2283

オレンジカフェ（認知症カフェ）を開いてみませんか

5／9火　 1 3 : 3 0 ～ 1 5 : 3 0

①運営スタッフは、２人以上。そのうち１人以上は、認知症について相談対応ができる医療系の専門職や認知症

キャラバンメイト、介護事業所等で従事している人が配置されていること。

②６月から３月までに月１回以上定期的に開設し、１回あたりの開設時間は概ね２時間以上とします。

その他、詳細を説明会で説明します。

補助要件

説明会

会場　角館交流センター

申込み期限　４月２５日

　　　　　　※下記まで電話で申し込みください。

火

健康ワン
ポイント

西木温泉プラザクリオンプールがオープンしました。プールでの運動は歩くだけでなくストレッチや筋力トレー

ニング、リズム運動など様々な運動があります。水中の運動は陸上の運動とは違った効果がたくさんあります

ので、皆さんにご紹介します！

　ダイエット効果

体温よりも低い水温のプールに入ると、体は体温を維持す

るためにいつもよりも多くの脂肪を燃やします。エネルギー

の消費量がアップして、ダイエット効果がありますよ。

　筋力アップ

プールの中を歩くと陸上と違い、なかなか前に進まないで

すね。この水の抵抗により腹筋や下半身の筋力がアップし

ます！また、歩くときには自然と胸を張った姿勢で歩きま

す。この正しい姿勢での歩行により肩こりが改善します。

水中運動の効果であるダイエット効果などにより、生活習慣病

の悪化の予防につながります。病気にかからない・病気の悪化を

防ぐ効果があるなんてとってもうれしい効果ですね！

　生活習慣病（高血圧・脂質異常症・糖尿病など）の悪化の予防

水中で歩いてみると体がフワフワ浮きますね。この浮力の効果

で膝・腰・肩などにかかる負担も少なくなります。関節への負担

が少ないと関節を楽に動かすことができ、ストレッチ効果も大

きくなりますね。

　関節に負担がかかりにくい

水中では体に水圧がかかります。この水圧で血流が良くなり血

行が促進され、血圧が安定しやすくなり、疲労回復効果もあり

ます。また、水圧に負けないように呼吸をするので肺活量がアッ

プします。

　血行促進、疲労回復、肺活量アップ

このようにたくさんの効果がある水中運動ですが、運動方法が分からない、一人で運動しにくいという意見が

あると思います。そのような方には５月から開催する健康運動指導士による水中運動「メタボ予防教室」「リフ

レッシュ教室」がお勧めです！教室については４月１日号の広報をご覧ください。

ぜひ、クリオンプールで運動をしましょう！

水中運動の効果について　～クリオンプールに行こう！～

問合せ  仙北市保健課  ☎55-1112
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仙北市第３次男女共同参画計画
～ともに輝く社会へ認め合い拡げよう理解の輪～

昨年、市民の皆さま、事業所の皆さまからご協力頂きましたアンケート結果等を基礎
に仙北市男女共同参画推進委員会並びに仙北市女性の活躍推進事業協議会、市民の皆
さまからご提言を頂き、このほど仙北市第3次男女共同参画計画を策定しました。

▼「仙北市第 3 次男女共同参画計画」は、仙北市の男女共同参画の形成の指針です。

▼女性の職業生活における活躍を推進する「仙北市女性活躍推進計画」と一体的に計画します。

▼配偶者暴力防止法に基づく男女間のあらゆる暴力の防止についての計画として包括します。

▼「第２次仙北市総合計画」をはじめ、仙北市行政計画には、男女共同参画の視点に基づく目標が掲げられています。
　それぞれの計画との適合性を図ります。

　計画の位置づけ

　（１）男女が互いの人権を尊重すること

　（２）男女が協力し、互いの活躍を応援すること

　（３）男女が互いに安心・安全な環境に配慮すること

　（４）「小さな国際文化都市」の実現に向けて、男女共同参画を推進すること

仙北市民、仙北市内事業主、雇用者、団体構成員、来
訪者を対象とした仙北市に関係する全ての方々。

　計画の対象

平成 29 年度から平成 33 年度（2017 年度～ 2021 年度）
までの 5 年間。

　計画の期間

男女共同参画は全ての人に関係しています。しかし、そのことに気づかない場面が今日でも多くみられます。男女
共同参画の視点は、家庭、仕事、地域、生きること全てにおいて不可欠であり、その実現のためには、女性だけの
問題ではないという視点が大切です。

　基本的視点

　基本目標Ⅰ　男女共同参画社会への意識づくり

　基本目標Ⅱ　職業生活における男女の活躍推進　

　基本目標Ⅲ　健やかなくらしの実現

　基本目標Ⅳ　男女共同参画社会へのまちづくり

次に掲げる 4 つの基本目標を定めて、総合的に施策を展
開していきます。なお、この計画上においては、性の多
様性の観点から「男性」「女性」「男女」の表記は、法律
に基づく事項を除き、一人ひとりが自認している性別と
して解釈できることとします。

　基本目標

「男女が社会の対等な構成員として互いにその人権
を尊重し、性別にかかわりなく、自らの意思で人
生を選択し、個性と能力を十分に発揮でき、喜び
も責任も分かち合える社会の実現をめざします。」

　計画の理念

　計画の実効性を高めるため、PDCA サイクル「Plan
（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）」

に基づき、計画的な進行管理に努めます。

　計画の進行管理

　（１）秋田県男女イキイキ職場宣言事業所　20 件以上を目標とします。

　　　　　　　　７件　　　　　　　　　　　20 件以上
　（２）市内の事業所（ただし、家族経営による店または目標設定を希望しない従業員数 10 人未満の事業所は 含まない。）

　　　  のうち女性活躍推進等に関する目標を設定する事業所を 20％ 以上とします。

　　　　　　　　10.3%　　　　　　　　　　20％
　（３）（２）の事業所のうち、目標に管理職相当の女性の割合を設定する事業所を 20％以上とします。

　　　　　　　　10.0%　　　　　　　　　　20％
　（４）（２）の事業所のうち、目標に男性従業員の育児休業取得率を設定する事業所を 30％以上とします。

　　　　　　　　8.0%　　　　　　　　　　  30％

　仙北市内事業所がめざす指標

平成27年度 平成32年度

　（１）「男は仕事、女は家庭」という意識への反対意見の割合　・・・　61.2％　　　　　　　　　　70％
　（２）「男女共同参画社会」という用語の周知度　・・・・・・・・・　　 ー　　　　　　　　　　　  100％
　（３）「ポジティブ・アクション」を知っている割合　・・・・・・・　16.1%　　　　　　　　　　30％
　（４）「ワーク・ライフ・バランス」を知っている割合　・・・・・・　34.2%　　　　　　       50％以上
　（５）仙北市の審議会等委員に占める女性の割合   ・・・・・・・・・　18.8%　　　　　　       30％以上

　仙北市がめざす指標（一部）

平成28年度 平成32年度

平成28年度 平成32年度

平成28年度 平成32年度

　　この指標は、平成

28年度仙北市女性の

活躍推進事業協議会

が検討しました。仙

北市と事業所、団体

等は、協力の上、女

性の活躍推進を目的

とした事業を計画

し、実行します。

平成28年度 平成32年度

対戦相手は姉妹都市！

スポーツで明るく元気な仙北市！2017

（人口 95,315 人、参加 10 回目）

午前０時から午後９時までの間に継続して15分以上の運動やスポーツ等を行
った住民の参加率（％）を対戦自治体と競うものです。

5月31日（水）開催！

長崎県大村市

当日は、グラウンドゴルフ大会やラジオ体操、早朝ウォーキングなどのイベントを実施
する予定です。普段体を動かしている人はもちろん、動かしていない人もイベントに参
加したり、自宅で 15 分間だけ運動してみてはいかがですか？気分転換や心身のリフレッ
シュになると思います。報告は回収箱、電話、ファックス、メールで受け付けます。
皆さんの参加報告をお待ちしています！

市民総参加健康づくりの日

対戦相手

「チャレンジデー」とは？

　    仙北市チャレンジデー実行委員会事務局
（仙北市スポーツ振興課内）☎ 0187-43-3390

問

facebook 仙北市のチャレンジデー情報は公式 facebook ページから
https://www.facebook.com/sembokucity.challengeday

【仙北市と姉妹都市】

詳しくは今後の市広報、市ホ
ームページ等でお知らせしま
すのでぜひご覧ください！

【問合せ】仙北市企画政策課　☎43-1112
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生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

生
涯
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学
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・
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・
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か
に
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き
寿
司
作
り
に
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せ
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か
。
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。
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い
。
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す
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で
お
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み
く
だ
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い
。

●

会
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氏

●
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）
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２
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）
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持
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、
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）

●

申
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み
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●

申
込
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間
／
４
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日
㈪
～
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日

㈮
●

問
合
せ
／
角
館
公
民
館

民謡 ( 生保内節元唄 ) 教室

生涯学習活動紹介

広報せんぼく平成 29 年（2017） 4 月 16 日号　　学び・ふれあい・心豊かに  生涯学習

公民館講座受講者募集　　　　　　　　　　　　　　　　　仙北市民を対象とした次の公民館講座の受講者を募集します。

受講を希望される方は申込期間の平日9時から 17時まで最寄りの公民館の窓口または電話でお申し込

みください。※「巻き寿司作り教室」の申込先は角館公民館のみとなりますので、ご注意ください。

巻き寿司作り教室

  

今
年
度
の
「
に
し
き
の
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
１
０
５
一
斉
植
栽
」

は
５
月
28
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に
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い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
多
数
の
ご
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を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域

の
花
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等
に
花
の
植
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を
す
る
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・
団
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報
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い
。

平成２９年度

花いっぱい運動推進事業

仙
北
市
花
の
あ
る
街
づ
く
り

コ
ン
ク
ー
ル
開
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今
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の
心
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く
り
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ル
」
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ま
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６
月
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し
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す
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自
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田
沢
湖
地
域
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表
す
る
民
謡

「
生
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時
～
20

時
30
分

●

会
場
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー

●

受
講
料
／
無
料

●

対
象
／
仙
北
市
民
（
５
歳
以
上
）

●

問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

第５回田沢湖公民館まつり

　
３
月
22
日
、
23
日
の
２
日
間
、
田

沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
「
第
５
回
田
沢
湖
公
民
館
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
延
べ
１
０
０
人

以
上
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
田
沢
湖
地
区
の
個
人

や
各
種
サ
ー
ク
ル
の
手
芸
、
編
み

物
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
写
真
、
絵
画
、

粘
土
細
工
、
七
宝
焼
き
、
エ
コ
ク
ラ

フ
ト
な
ど
が
多
数
展
示
さ
れ
、
日
頃

の
学
習
成
果
を
多
く
の
方
に
見
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
各
サ
ー
ク
ル
の
活
動

が
紹
介
さ
れ
、
昔
語
り
や
大
正
琴
と

コ
ー
ラ
ス
の
合
同
発
表
、
健
康
講
座

の
ほ
か
、
生
涯
学
習
奨
励
員
の
千
葉

薫
氏
に
よ
る
特
設
講
座
「
田
沢
湖
の

神
秘
」
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

に
し
き
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

１
０
５
一
斉
植
栽
日
に
つ
い
て

5
月
28
日
㈰

健康講座では、会場の皆さんも一緒に体
を動かしました

大正琴、コーラスの競演

　
２
０
１
７
年
に
入
っ
て
か
ら
の
撮
影

支
援
も
順
調
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
初
旬
に
は
秋
田
新
幹
線
こ
ま
ち

開
業
20
周
年
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
撮
影
を

支
援
い
た
し
ま
し
た
。
仙
北
市
が
北
東

北
の
玄
関
口
と
な
り
、
田
沢
湖
、
角
館

の
両
駅
に
新
幹
線
が
通
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
１
９
９
７
年
３
月
の
こ
と
で
し

た
。
早
い
も
の
で
す
。

　
撮
影
は
仙
北
市
や
男
鹿
市
等
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
春
以
降
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
新

幹
線
Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ
２
０
１
７
「
秋
田
」
編
と

し
て
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
仙
北
市
で
の
撮
影
は
、
角
館
駅
と
生

田
駅
の
間
や
角
館
中
学
校
等
で
行
わ
れ
、

沢
山
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

角
館
中
学
校
で
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
い
、

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

グ
ラ
ウ
ン
ド
上
空
か
ら
大
勢
の
人
が
集

ま
っ
て
い
る
シ
ー
ン
の
撮
影
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
仙
北
市
内
の
小
学
生
50
人
、

中
学
生
80
人
に
エ
キ
ス
ト
ラ
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
賑
わ
い
の
あ
る
情
景
を
撮

影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

の
画
面
で
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い

る
か
楽
し
み
で
す
。
全
国
の
方
に
映
像

を
見
て
い
た
だ
き
、
も
っ
と
も
っ
と
秋

田
新
幹
線
こ
ま
ち
を
利
用
し
て
観
光
に

来
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。

動
画
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
の

「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
も

公
開
さ
れ
る
よ
う
で
す
の
で
、
楽
し
み

に
し
て
い
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
会
長
　
坂
本  

洋
）

車両交差の為、停車中の秋田新幹線こまち

　

４
月
３
日
の
年
度
始
め
訓
示
概
要
で
す
。
市

職
員
に
は
、
徹
底
し
た
い
４
つ
の
心
構
え
を
伝

え
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

１
．
市
民
が
財
産

　

市
民
は
仙
北
市
の
主
役
・
財
産
で
す
。
市
民

要
望
は
、
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
く
だ
さ
い
。

関
係
法
令
に
熟
知
し
、
市
民
の
思
い
を
カ
タ
チ

に
す
る
の
が
職
員
の
腕
の
見
せ
所
で
す
。
市
民

の
思
い
に
寄
り
添
い
、
改
善
の
糸
口
を
探
し
て

職
場
全
体
で
議
論
を
重
ね
、
些
細
な
事
案
に
も

全
力
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
窓
口
業
務
は
市

役
所
の
顔
で
す
。
市
民
は
お
客
様
、
市
役
所
は

総
合
サ
ー
ビ
ス
業
で
す
。

《
目
標
～
あ
い
さ
つ
運
動
と
窓
口
の
強
化
～
》

２
．
絶
え
ず
最
新
情
報
を
発
信
す
る

　

守
秘
義
務
は
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
一
方
で

せ
っ
か
く
の
制
度
を
市
民
が
知
ら
な
い
、
各
部

課
の
職
務
内
容
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
な
ど
、
残

念
な
場
面
が
多
過
ぎ
ま
す
。
最
低
限
で
も
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
最
新
情
報
を
ア
ッ
プ
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
外
部
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
徹
底
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

広
報
は
組
織
の
生
命
線
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が

情
報
の
受
・
発
信
者
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
目
標
～
全
職
員
が
報
道
官
に
な
ろ
う
～
》

３
．
職
場
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る

　

い
か
に
仕
事
し
や
す
い
職
場
に
す
る
か
、
仕

事
を
楽
し
い
も
の
に
で
き
る
か
、
こ
れ
は
職
員

の
取
組
み
次
第
で
す
。
予
算
も
少
な
い
、
人
も

足
り
な
い
、
こ
れ
が
現
実
で
す
。
毎
日
工
夫
し

て
く
だ
さ
い
。
上
司
は
部
下
を
育
て
る
工
夫
、

新
人
は
悪
し
き
慣
例
を
断
ち
切
る
工
夫
、
お
客

様
カ
ウ
ン
タ
ー
に
季
節
の
花
を
飾
っ
た
り
、
朝

礼
だ
っ
た
り
、
ゼ
ロ
予
算
で
で
き
る
こ
と
は
幾

ら
も
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
始
め
て
く
だ
さ
い
。

《
目
標
～
職
場
づ
く
り
に
取
組
も
う
～
》

４
．
自
信
を
持
と
う

　

仙
北
市
は
悲
し
い
事
件
や
事
故
、
災
害
が
続

き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
今
日
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
苦
難
に
負
け
な
い
精
鋭
部
隊

で
、
県
内
外
で
着
目
さ
れ
る
自
治
体
で
す
。「
市

民
の
財
産
と
安
心
・
安
全
を
守
る
」、「
い
か
な

る
場
合
も
市
民
生
活
を
支
え
る
」、「
市
民
所
得

を
確
保
す
る
」、「
健
康
と
福
祉
と
医
療
を
提
供

す
る
」
…
。
私
た
ち
だ
っ
た
ら
で
き
ま
す
。
自

信
を
持
っ
て
、
次
の
高
み
を
目
指
す
の
で
す
。

《
目
標
～
自
信
を
持
と
う
～
》

　

繰
り
返
し
ま
す
。
今
年
度
も
、
市
民
と
一
緒

に
汗
を
か
き
、
全
力
で
未
来
を
拓
く
作
業
に
取

組
み
ま
し
ょ
う
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
徹
底
し
た
い
４
つ
の
心
構
え
』
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相
談

募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

相
談
相
談

募
集
募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

大仙仙北地区
障害者スポーツ教室
　日ごろ体を動かすことの少ない在宅の

障がいをお持ちの方が、様々な運動を通

して体力の維持増強を図りながら交流を

深め合うことを目的とし、大仙仙北地区

障害者スポーツ教室を開催しますので、

ぜひ御参加ください。

【日時】5月16日火  10:00 ～ 11:30 

【場所】大仙市ふれあい体育館（大仙市堀

見内字下田茂木）

【主催】秋田県、（一社）秋田県障害者ス

ポーツ協会

【実施競技】ボッチャ、卓球バレー

【参加対象】 ▼仙北市在住で障がい者手帳

をお持ちの方 ▼障がい者スポーツ指導

員 ▼スポーツ推進委員 ▼総合型地域ス

ポーツクラブ関係者

【その他】傷害保険は主催者で加入しま

す。参加費は無料です。参加できる方は、

お手数ですが会場まで直接お越しくだ

さい。

【申込締切】4月28日金

【申込・問合せ】障がい者手帳をお持ちの

　方 ▼仙北市社会福祉課  ☎ 43-2288  

　 ▼仙北市身体障害者協会（仙北市社会

　福祉協議会田沢湖支所）  ☎ 43-1368

　障がい者スポーツ指導員等の方 ▼秋田

県障害者スポーツ協会  ☎018-864-

2750

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

おはなし会『うさぎのみみ』

　仙北市総合情報センター・学習資料館

では、月に１度、おはなしボランティア

『うさぎのみみ』の皆さんによるおはなし

会を開催しています。お子様と一緒にぜ

ひお越しください。

【日時】5月13日土 10:00 ～ 11:00

【場所】仙北市総合情報センター・学習資

料館　おはなしコーナー

【内容】 ▼エプロンシアター「３びきのこ

ぶた」 ▼かみしばい「大きなぼうし」 ▼

「どうぶつ」のお話を準備して待ってい

ます♪ ▼最後にみんなで「おりがみ」で

遊びましょう♪

【問合せ】学習資料館  ☎43-3333

OSHIRASE NAVIイベント

OSHIRASE NAVIお知らせ

スマイルバスからのお知
らせ
　スマイルバス（下延線）は、県道角館

長野線切欠田橋補修工事に伴い交通規制

期間は迂回路（上記図面）を運行するこ

とになりますが、交通規制箇所付近に位

置する「竹市」、「切欠田」両停留所前は

現行どおり運行いたします。（※両停留所

前通過後に迂回路での運行となります。）

交通規制期間は迂回路を運行することに

なりご不便をお掛けしますがご協力をお

願いいたします。

【迂回路運行期間】5月15日 月～ 7月31

日月

【問合せ】 ▼（株）西宮家（仙北市指定管理

者）  ☎52-2438 ▼仙北市企画政策課  

☎43-1112

OSHIRASE NAVIお知らせ

長崎県大村市、茨城県常陸太田市、秋田市　交流都市物産展
　今年も角館の桜まつりの期間にあわせて、それぞれの地元名産品を中心に、交流都

市の魅力を発信する物産展が開催されます。

　ぜひこの機会に、ご家族・ご友人などお誘い合わせのうえ、多数お越しください。

【日時】4月29日土・祝・30日日 　両日 10:00 ～ 16:00

【場所】仙北市役所角館庁舎前　【参加都市】長崎県大村市、茨城県常陸太田市、秋田市

【問合せ】仙北市企画政策課  ☎43-1112

あきたスマートカレッジ

県立学校開放講座 韓国語講座

【期日】5月12日・26日・6月2日・

16日・30日・7月14日・8月25日・

    9月8日・22日（毎回金曜日）

【時間】19:00 ～ 20:30（初回のみ19：00 ～

19：15まで開講式を行い、その後授業を行います）

【場所】角館高校駒草キャンパス（旧角館

南高校校舎）

【対象】講座に対し、興味関心のある一般

社会人及び学生

【講師】千 宰涓氏（角館高校非常勤外国語

講師・韓国語）

【受講料】1回420円（まとめて納付してい

ただきます。ただし、学生は無料）

【募集人員】25人

【申込・問合せ】角館高校定時制課程（駒

草キャンパス）担当：教頭 佐藤

　☎54-1366

OSHIRASE NAVI募　集

介護保険事務所からのお知らせ

地域密着型サービス事業所の公募及び説明
会について

１．公募の趣旨

　大曲仙北広域市町村圏組合では、介護保険事業計画に基づき、地域密着型サービ

ス事業所の基盤整備を進めています。

　本公募は、公正に事業者を選定・指定し、より優良な介護サービスを確保するた

めに実施するものです。

２．公募する地域密着型サービス

事業の種類 整備年度（整備数・整備地区）

看護小規模多機能型居宅介護（Ａ） 平成２９年度

定期巡回・随時対応型訪問介護看護（Ａ） 平成２９年度

小規模多機能型居宅介護（Ｂ） 平成２９年度（１事業所・仙北市全域）

３．応募要件

　①設置主体は法人であること。　②整備年度内に事業の開始が可能であること。

　③介護保険法第７８条の２第４項各号に該当しないこと。

　④公募に係る説明会に参加すること。

４．公募に係る説明会

【日時】５月１７日水　（Ａ）10:00　 （Ｂ）14:00

【場所】大仙市役所仙北庁舎３階　第一会議室

【申込締切】５月１０日水 17:00

　※法人名、参加者名、電話番号、開設を希望する事業名、開設予定地、開設予定時期

を明記し、下記宛にＦＡＸにてご連絡下さい。

【問合せ】介護保険事務所 指導監査班

　 ☎0187-86-3913　FAX0187-86-3914

OSHIRASE NAVIお知らせ

OSHIRASE NAVIイベント

香へのいざない

　香木から立ちのぼる香と香と文学の融

合である組香を楽しんでみませんか。

【日時】5月14日日 10:00 ～ 15:00

【場所】花葉館　曲屋

【体験者数】先着15名

【申込締切】4月30日日

【組香三席】替花月香　菖蒲香　小草香

【参加費】無料（昼食あり）

【申込・問合せ】舩山  ☎090-4558-

7702

OSHIRASE NAVIお知らせ

県道角館長野線　切欠田橋補修工事に伴う

全面通行止め規制のお知らせ

　県道角館長野線切欠田橋補修工事のた

め通行規制を行います。ご迷惑をおかけ

しますが、ご協力をお願いいたします。

【規制箇所】仙北市角館町下延切欠田（切

欠田橋）

【迂回路】 ▼一般車・スマイルバス

　市道大瀬蔵野橋へ迂回願います（大型

車は通行できません）

　 ▼大型車

　国道105号、県道本荘西仙北角館線・

土川中仙線へ迂回願います

【問合せ】県仙北地域振興局建設部保全環

境課  ☎0187-63-8141

行政相談委員が委嘱されました

　この度、４月１日付けで、次の３人の

方が、総務大臣より行政相談委員に委嘱

されました。

　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を

受け、国の仕事などについての苦情や意

見・要望を受付け、皆さんと関係行政機

関との間に立って、その解決を図る「行

政と住民のパイプ役」です。

それぞれ自宅で相談を受付けているほか、

定例相談所を開催しています。

【行政相談委員】

OSHIRASE NAVI相　談

　◆難波輝子

　☎43-0782

　田沢湖生保内字水尻7

　◆大楽進

　☎53-2690

　角館町七日町34

　◆新山敦晃

　☎47-2746

　西木町西明寺字宮田18

【4月相談所開設日・場所】 ▼ 19日 水・田

沢湖総合開発センター ▼ 20日 木・角

館交流センター ▼ 28日 金・市役所桧

木内出張所

【時間】13:00 ～ 16:00

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談できるよう、

秋田弁護士会のご協力をいただき、次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】4月26日水 13:30 ～

【場所】角館交流センター 第2研修室

【相談員】久島憲晴弁護士

【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全般のご相談） ▼サラ金・クレジットなど多重債務

のご相談 ▼中小企業・個人事業に関するご相談 ▼高齢者・障がい者に関するご相談 ▼

交通事故に関するご相談 ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約してください。

【予約受付時間】平日9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1日先着5人。1人30分以内。（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  

③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45  ⑤15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あらかじめ話の内容をまとめてきてください。相

談に必要と思われる資料がありましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

OSHIRASE NAVIお知らせ

仙北平野土地改良区からお願い
　当土地改良区では、冬期間も施設維持用水として水路に水を流していましたが、農業

用水としての利用が始まる 5 月上旬から水量が多く、流れも非常に速くなることから、

水の事故について、これまで以上に注意が必要となります。水難事故を防止するために、

農業用用水路や頭首工（河川をせき止めている施設）、河川からの取水口、ため池などの

危険箇所には近づかないようにしましょう。

【問合せ】秋田県仙北平野土地改良区　管理課  ☎0187-62-0180

おしらせナビ
OSHIRASE NAVIおしらせナビ

OSHIRASE NAVI
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仙北市の花まつり

旬な情報チャンネル

市役所からのお知らせ

ここから変わる近未来

保健・健康の掲示板

仙北市第 3 次男女共同参画計画
チャレンジデー 2017

学び･ふれあい･心豊かに　生涯学習

まちづくり日記／かくのだてフィル
ムコミッション ロケーションだより

おしらせナビ

カレンダー・目次

4/

１７ 月

●こころの相談（角館交流センター13:30 ～ 14:30、15:00 ～ 16:00） 4/1･P18

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所 10:00 ～

12:00） 4/1･P31

１８ 火
●小松ひとみ写真展（平福記念美術館 9:00 ～ 17:00） 5 月 31 日まで  4/1･P25

●えがおサロン（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） P12

１９ 水

●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） 4/1･P18

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00）P18

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～

16:00） 4/1･P31

２０ 木
●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00）P18

●角館の桜まつり 5 月 5 日まで  P2

２１ 金
●笑いの会（健康管理センター 10:00 ～ 11:30 頃） 4/1･P18

●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 4/1･P21

２２ 土

２３ 日

２４ 月

２５ 火

２６ 水 ●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P18

２７ 木 ●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 4/1･P21

２８ 金
●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00）P18

●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖 ･ 角館 ･ 西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P7

２９ 土
●長崎県大村市、茨城県常陸太田市、秋田市交流都市物産展（市役所角館庁舎前 10:00

～16:00） P19

３０ 日
●長崎県大村市、茨城県常陸太田市、秋田市交流都市物産展（市役所角館庁舎前 10:00

～16:00） P19

仙北市カレンダー 4/17 月  ～ 30 日

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日

●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300

● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● URL　http://www.city.semboku.akita.jp/　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　

●印刷　㈱松本印刷
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広報担当者の

SG　春はスタートの季節。4 月
から新しく広報を担当するこ
とになりました。これまでの見
る側から伝える側に。前任者か
ら引継ぎを受け、まずは実際に
やりながら仕事の流れを掴もう
と思ったのも束の間、配属から
1 週間は締切に追われてそんな
余裕もなく過ぎてしまいまし
た。これから少しずつペースを
掴んでいこうと思います。取材
に行った際はよろしくお願いし
ます。

FK　4 月の人事異動で文書広報
係に配属になりました。採用 5
年目にして初の異動、合併後初
の女性の広報担当者。皆さまこ
れ か ら お 世 話 に な り ま す。 毎
日 が 勉 強 で、 気 づ け ば 配 属 か
ら 1 週 間。 広 報 に 少 し で も 女
性ならではの視点の記事が書け
るように、いつも何気なく過ご
してきた生活を見直して、まず
は女子力磨きから頑張ります。

MT　 新 年 度 と な っ て 担 当 職
員 も 新 し く な り、 バ タ バ タ し
ながらも無事に広報を発行す
る こ と が で き ま し た。 賑 や か
な花まつりもいよいよ開幕し
ま す。 角 館 の サ ク ラ は も ち ろ
ん、西木のカタクリやすでに開
花している刺巻のミズバショ
ウなど地域の魅力いっぱいで
す。訪れる春の息吹を感じなが
ら、市内を回りたいと思います。
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